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平成 26年 (東)第 4608号 ′
和解仲介手続申立事件

申 立 人 長谷川 健一ほか
被申立人 東京電力株式会社

平成 27年 9月 16

平成 27年 (東 ) 第 239o号

日付「抗議及び申入書」

;0362125700

直送済

に対する回答

平成 27年 9月 25日

#   2ノ
/   3

申立人代理人弁護士 河合

海渡

保田

只野

先生

先生

先生

先生

盤
肝
彿
靖

原子力損害賠償紛争解決センター

担当調査官 弁護士 池田 大介 先生

被申立人代理人弁護士

(連絡担当)同

棚村友博
(選曇)

弥本塚 石

(I])

頭書事件について,申立人様から提出された平成 27年 9月 16日 付け「抗議及
び申入書」 (以下「本件抗議書」といいます)に対して,以下のとおり回答いたし
ます。

被申立人においては,同一の損害項目のご請求であつてもADR手 続と直接請求
を併行する方針を取つており,その旨を賠償業務の担当者に周知してきたところで
すが,本件に係る担当者においてはその内容を十分に理解 しておらず誤つたご説明
をしてしまったものであり,このような事態を招いたことについて,深くお詫び申
し上げます。

被申立人といたしましては,社内での周知をしてきたところですが,本件を深く
受け止め,広 く社内で共有するとともに,同一の損害項目のご請求であつてもAD
R手続と直接請求を併行することを改めて周知いたしました。
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併せて,被申立人各部署においてこの点に関す.る緊急のミーティングを行うとと
もに,担当者の交代時などにおける不十分な引継力=行われることのないよう。新任
者研修として,ADR手続と直接請求の併行することを改めて指導してまいります。
なお,今回ご指摘をしヽただいた担当窓目においては,既に,部署‐内ミーティング
を実施し,ADR手続と直接請求の併行について改めて指導・月知をしております。

中立人様には不快な思いをさせてしまつたことにつしヽて,重れてお詫び申し上げ
ます.と ともに,今後,このような.こ とがないよう取り組む―所存です。
以上,ご回答申し上げます。

以  上
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